
課題設定
の流れ 

中学校技術科 （第３学年）「身の回りにある問題を，プログラミングを活用して解決しよう」 

自分の考えを整理・深化させる活動の工夫 

  

 

 技術分野は，単に何かをつくることを目的とした授業になりがちです。それでは，生徒が身の回りか

ら問題を発見し解決方策を考えることはできません。ここでは，生活や社会にある問題を，技術との関

わりの視点（社会からの要求，環境負荷，安全性，経済性）を基に捉えさせ，生徒が最適な解決方策を

考えることができるような工夫を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

解決したい問題を「技術との関わりの視点」から見いだす場を設けることで，生徒た

ちは技術を活用・応用し，解決方策をより深く考えることができます。また，視点が同

じ生徒同士で解決方法を共有することで，新たな視点に気付き，より具体的な解決の見

通しをもつことができ，主体的に解決しようとします。 

課題の設定で「技術との関わりの視点」を意識させた活動 

 

課題の設定 

解決の見通し 計測・制御システムによっ

て，どのような自動化やシス

テム化をしたらよいだろう？ 

発 問 例 

生活や社会にある事象を「技術との関わりの視点」で捉えさせることで，複数の視

点から解決方策を考えられるようになり，思考が深化していきます。また，具体的

な解決の見通しをもつことができるようになります。 

視点の意味はなんだろう？ 

視点の価値はどう考えればい

いだろう？ 

問題発見 

生 徒 の 反 応 例 

身の回りの生活から自分たちが

解決したい問題は何だろう？ 

 

問題を解決するために，どの

ようなことが自動化できたら

よいだろう？ 

 

生徒の課題解決の見通し 

「室温が高くなったら自動で危険

を伝えるシステムが必要！」 

（社会からの要求） 

「目や耳が不自由な人にも対応でき

るかなー？」（社会からの要求） 

「音声や光を出力し、危険を知らせ

るシステムが必要！」 

 

・ユニバーサルデザイン 

・リサイクルできる 

・省エネルギー 

・販売価格 

 

「日本の熱中症のリスクが問

題！」（安全性） 

「熱中症を予防したい！」 

 

 



授業改善の工夫 自分の考えを整理・深化させる活動の工夫 

 

中学校技術科 学習指導案 第３学年 

題 材 名 
「計測・制御のプログラミングによる問題解決」（Ｄ情報の技術） 

～身の回りにある問題を，プログラミングを活用して解決しよう～ 

 

題材のねらい 

問題を見いだして課題を設定し，入出力されるデータの流れを基に計測・

制御システムを構想して情報処理の手順を具体化するとともに，制作の過程

や結果の評価，改善及び修正について考えることができる。 

 

題材の流れ 

 

 

「計測・制御のプログラミングによる問題解決」（８時間） 

（１）計測・制御システムの理解・・・・・・・・・・・・・・（１／８） 

 ・計測・制御システムの基本的な構成を理解する。 

 ・計測・制御システムにおけるプログラムの役割を理解する。 

（２）問題を見いだし，課題を設定する【事例有】・・・・・・（２・３／８） 

 ・社会からの要求，環境負荷，安全性，経済性の視点から問題を発見する。 

・問題を解決するために，課題を設定する。 

（３）計測・制御システムの構想・・・・・・・・・・・・（４・５／８） 

 ・入出力されるデータの流れを基に，計測・制御システムを構想する。 

 ・アクティビティ図を用いて情報処理の手順を具体化する。 

（４）計測・制御システムのプログラムを制作する・・（６・７・８／８） 

・安全で適切なプログラムの制作と動作の確認，デバッグを行う。 

・情報処理の手順を具体化する。 

準 備 物 

〇教科書 

〇タブレット端末 

〇ワークシート 

 

本時のねらい（第３時） 

４つの視点（社会からの要求，環境負荷，安全性，経済性）を基に，生活や社会から問題を見つけ，

課題を設定することができる。 

 

生徒に示す本時の学習課題 

身の回りにある問題を発見し，課題を設定しよう。 

 

 

 

 



学習過程 

段

階 
学習内容・生徒の活動 

時間 

（分） 
〇指導上の留意点等 ◆評価 

導 

 

入 

１ 既習事項を振り返る。 
（１）計測・制御システムの概要を復習す       
  る。 
（２）身の回りで自動化されている場面を

想起させる。 
２ 本時の課題を把握する。 

身の回りにある問題を発見し、課

題を設定しよう 
 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇前時を振り返らせる。 

 

〇計測・制御システムを利用することの

利点を考えさせることで有用性を持

たせる。 

〇プログラミングによる自動化で，解決

方策を最適化していくことを生徒に

伝える。 

展 

 

 

 

開 

３ ４つの視点の意味や価値を考える。 
   
 
 
 
４ 身の回りから問題を見付ける。 

  条件①：自動車 
  条件②：送風機 

５ 視点ごとにグループで解決方策を考え  
  る。 
 （１）視点ごとに問題を共有。 

（２）解決方策の検討。 
  （解決までの見通しを検討） 

 
６ 課題の設定 

 ・個人で課題の設定をする。 

５ 

 

 

 

 

１０ 

 

 

２０ 

 

 

 

 

 

 ８ 

 

 

  

〇視点の意味や価値を共有するために，

意見を出し合い，共通理解を図る。 
 

 

 

〇発見した問題が自動化を図ることで

解決できるか考えさせるために，条件

①②を提示する。 

〇個人の考えを互いに伝え合う場を設

定することで，新たな視点を獲得し，

よりよい解決方策を見い出せるよう

にする。 
 

 

〇グループでの話し合いを参考にさせ

ることで，個人の課題設定ができるよ

うに支援を行う。 

◆４つの視点を基に，課題を設定してい

る。【思考・判断・表現】（ワークシー

ト） 

〇課題を設定できない生徒に対しては、

助言を行いながら設定できるよう支

援を行う。 

ま

と

め 

７ 次時の確認を行う。 
 
 

 

２ 〇次時では，アクティビティ図を用い

て，解決までの見通しを構想していく

ことを確認する。 

 

・熱中症を予防したい。 

・交通事故を減らしたい。 

・収穫ロボットを開発したい。 

・冷蔵庫の開けっ放しを注意したい。 
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